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獅子は力を欺かず

いよいよ令和３年度修了式
が近づいてきました。今年度
もコロナ禍のなかで、安全・
安心の確保と学習権の保障を
基本に、教育活動に取り組ん
できました。生徒諸君には
「自分事と当事者意識」を持
って行動してもらいました。

自分の身は自分で守る、す
なわち「自己管理能力の育成」については、コロナ対策や各種疾病予防に
関して、学校生活のあらゆる場面で、徹底して行いました。手洗いとうが
い、こまめな換気、日常の体温測定、默食の励行など、健康教育部が中心
になって取り組んでくれました。

今年度も本校は、小規模校の強みを活かした教育活動を展開してきまし
た。先生方には、生徒一人ひとりに「気配り目配り心配り」を意識し、心
理状態の観察を踏まえた指導や助言をお願いしました。
また、学習習慣の確立に向けた指導や助言、提出物の期限厳守を通した

信頼関係の構築等、様々な「生きる力」を教えていただきました。

仁高の教職員は、対人関係で悩んだり、落ち込んだりした経験がある生
徒に、親身になって相談に乗ったり、叱咤激励を繰り返し勇気づけてきま
した。本校では生徒一人ひとりを大切に育み、時には敢えて厳しい指導を
行うこともあります。なぜならば、保護者の皆様の大切な子どもをお預か
りしている以上、「大人」になるための基本的な振る舞いについては、で
きるようになるまで、根気強く指導する気概を持っているからです。

大体育館の正面左側壁面に掲げてある扁額には、「獅子欺かざる力（し
し あざむかざるちから）」と書いています。「獅子は、兎を仕留めるに
も全力を尽くす」という意味のようです。２期生が 1981（昭和 56）年に寄
贈したもので、その後の仁高生を見守り続けてきた歴史ある扁額です。
生徒諸君は、扁額に込められた真意を考え、今一度自らを振り返り、新

しい学年に向けて、心を整えてください。

令和４年度は、にかほ市との連携協定をさらに深め、地域の知恵者を多
く招いて、基礎知識や技能の定着を図り、社会で役に立つ教養を学び、実
践する活動が加速します。
生徒諸君は、自分自身の学力向上に全力で取り組んでください。逃げ腰

で、いやいやながら取り組んできた勉強があったならば、結果を恐れず、
まずは全力で学ぶ覚悟を持ってください。
本校教職員は、学ぼうとする「意欲や態度」を示している生徒には、積

極的にサポートしてゆきます。意欲や態度を評価することで、何事にも責
任を持って、苦手なこと、いやなことから逃げずに、世のため人のために
奉仕する人間を育成することができます。本気で挑戦しましょう。

仁高生諸君！「獅子は力を欺かず」を貫いて、自分を磨いてください。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


